
い
て
今
回
、
『
演
奏
会
篇
第
二
巻
』
が
刊
行
で
き
る
運
び
に
至
り
、
喜
び
に
堪
え
ま
せ
ん
。

原

田

茂

生

完
結
す
れ
ば
全
十
一
巻
よ
り
な
る
予
定
の
『
東
京
芸
術
大
学
百
年
史
』
の
う
ち
、
音
楽
学
部
に
関
係
の
あ
る
巻
と
し
て
は
、

五
年
前
、
す
な
わ

ち
東
京
音
楽
学
校
創
立
百
周
年
の
年
に
『
東
京
音
楽
学
校
篇
第
一
巻
』
、
二
年
前
に
『
演
奏
会
篇
第
一
巻
』
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
れ
ら
に
続

『
演
奏
会
篇
第
一
巻
』
で
は
、
明
治
二
十
年
代
に
さ
さ
や
か
に
始
め
ら
れ
た
当
時
の
演
奏
会
が
、
次
第
に
規
模
が
拡
大
さ
れ
、
内
容
が
充
実
し
、

つ
い
に
は
本
格
的
な
形
の
も
の
に
発
展
し
て
い
く
過
程
が
記
述
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
『
演
奏
会
篇
第
二
巻
』
は
、
昭
和
二
年
か
ら
二
十

七
年
ま
で
の
二
十
五
年
間
(
-
九
二
七
ー
五
二
）
に
お
け
る
東
京
音
楽
学
校
の
演
奏
関
係
の
記
録
が
扱
わ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
外
人
指
揮
者

ラ
ウ
ト
ル
ッ
。
フ
の
後
任
と
し
て
着
任
し
た
ク
ラ
ウ
ス
・
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
が
マ
ー
ラ
ー
、

ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
、

リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
シ
ュ
ト
ラ

ウ
ス
な
ど
、
当
時
日
本
で
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
の
重
要
な
作
曲
家
た
ち
の
音
楽
を
い
ち
早
く
紹
介
し
、
学
内
外
に

新
風
を
吹
き
込
ん
だ
様
子
な
ど
が
、
演
奏
会
批
評
、
写
真
な
ど
の
関
連
資
料
と
と
も
に
、
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
な
ど
も
日
本
に
お
け
る

西
洋
音
楽
の
受
容
史
を
研
究
し
よ
う
と
い
う
人
々
に
は
重
要
な
資
料
で
あ
る
と
同
時
に
、

な
る
で
し
ょ
う
。

な
お
、
本
書
の
編
集
に
多
く
の
時
間
と
労
力
を
費
や
し
て
下
さ
っ
た
編
集
委
員
の
方
々
、
ま
た
出
版
に
際
し
て
並
々
な
ら
ぬ
ご
助
力
を
い
た
だ

い
た
音
楽
之
友
社
の
浅
香
淳
社
長
に
心
か
ら
の
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
五
年
一
月

ご

あ

い

さ

つ

東
京
芸
術
大
学
音
楽
学
部
長

一
般
の
音
楽
愛
好
家
に
と
っ
て
も
興
味
あ
る
読
み
物
と

ごあいさつ a
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